
資料１－１

≪目標≫

≪実績≫

増減 流入人口 観光客入込数

平成21年 45,176 △ 470 14,333 9,912 4,421 59,509

平成22年 44,959 △ 217 13,558 9,548 4,010 58,517

平成23年 44,564 △ 395 13,408 9,548 3,860 57,972

平成24年 44,193 △ 371 13,668 9,548 4,120 57,861

平成25年 43,829 △ 364 14,027 9,548 4,479 57,856

平成26年 43,397 △ 432 13,824 9,548 4,276 57,221

平成27年 42,935 △ 462 13,412 9,195 4,217 56,347

平成28年 42,556 △ 379 13,461 9,195 4,266 56,017

平成29年 42,100 △ 456 13,479 9,195 4,284 55,579

平成30年 41,874 △ 226 13,297 9,195 4,102 55,171

令和元年 41,542 △ 332 9,195

令和２年

【出典】

定住人口・・・富山県人口移動調査（国調人口＋毎月の人口動態、毎年10月１日現在）

なお、平成22年と平成27年は国勢調査実施年につき、国勢調査人口（太字表示）

交流人口・・・流入人口＋観光客入込数

流入人口・・・国勢調査による通勤・通学で市外から流入する人数

観光客入込数・・・商工観光課調べ

計定住人口 交流人口

まちづくり人口の推移
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交流人口

15,000人
学習・雇用の場の確

保や観光客の誘致

などにより増加を図る。

平成32年の

まちづくり人口

58,000人

の活力

定住人口

43,000人
子育て支援や若者

の定住促進などによ

り増加を図る。

9.1現



定住人口の増減の内訳（県人口移動調査）

県内 県外 県内 県外

H20.10
～H21.9

△ 197 317 514 △ 273 1,260 575 685 1,533 740 793 △ 470

H21.10
～H22.9

△ 202 323 525 △ 260 1,157 542 615 1,417 721 686 △ 462

H22.10
～H23.9

△ 244 285 529 △ 155 1,215 586 629 1,370 648 719 △ 399

H23.10
～H24.9

△ 246 320 566 △ 125 1,188 583 605 1,313 636 677 △ 371

H24.10
～H25.9

△ 297 276 573 △ 67 1,198 596 602 1,265 684 581 △ 364

H25.10
～H26.9

△ 324 290 614 △ 108 1,277 610 667 1,385 700 685 △ 432

H26.10
～H27.9

△ 299 261 560 △ 155 1,159 574 585 1,314 660 654 △ 454

H27.10
～H28.9

△ 293 266 559 △ 86 1,160 594 566 1,246 618 628 △ 379

H28.10
～H29.9

△ 252 273 525 △ 204 1,077 532 545 1,281 667 614 △ 456

H29.10
～H30.9

△ 282 264 546 56 1,216 644 572 1,160 619 541 △ 226

H30.10
～R1.9

△ 327 227 554 △ 19 1,215 1,234 △ 346

R1.10
～R2.9

0 0 0

自然動態は、10年前は△200人であったものが、現在は△300人前後で推移。出生数の減少が大きく、死亡数も増加傾向。

純増減

社会動態

社会動態は、改善傾向にあり、転出数が1500人前後から1200人前後に減少していることが要因。
転入数は1200人前後で推移しているが、県内移動が増加傾向、県外移動が減少傾向にある。

自然動態

自然増 社会増出生 死亡 転入 転出



平成２１年から平成３０年までの交流人口推移 

年 

 

交流人口 
流入人口 

【出典元：国勢調査】 

１日あたり観光客入込客数 

【商工観光課調べ】 

平成２１年 １４，３３３人 
 

９，９１２人【H17】 ４，４２１人 

平成２２年 １３，５５８人 
 

９，５４８人【H22】 ４，０１０人 

平成２３年 

第４次総合計画初年度 
１３，４０８人 

 

９，５４８人【H22】 ３，８６０人 

平成２４年 １３，６６８人 
 

９，５４８人【H22】 ４，１２０人 

平成２５年 １４，０２７人 
 

９，５４８人【H22】 ４，４７９人 
※水族館ﾘﾆｭｰｱﾙ、ｸﾞﾙﾒﾗﾝﾄﾞなど 

平成２６年 １３，８２４人 
 

９，５４８人【H22】 ４，２７６人 

平成２７年 １３，４１２人 
 

９，１９５人【H27】 ４，２１７人 

平成２８年 １３，４６１人 
 

９，１９５人【H27】 ４，２６６人 

平成２９年 １３，４７９人 
 

９，１９５人【H27】 ４，２８４人 

平成３０年 １３，２９７人 
 

９，１９５人【H27】 ４，１０２人 

 

○流入人口について 

・就業による流入、通学による流入の割合は不明。 

 ・事業所数や従業員数の減少、高校クラス数の減少が主な理由と推測できる。 

 

○観光客入込客数について 

・「宿泊施設」、「観光施設」、「イベント集客」の 1年間の積み上げ数値を 365 日で除したもの。 

 ・平成 25 年は、魚津水族館リニューアルオープンによる増加（例年 150,000 人弱のところ、この年は 

約 190,000 人）、グルメランドの初開催などが増加要因。 

 ・平成 30 年に「宿泊施設」が 60万人を割り込み、少しずつではあるが減少傾向である。 


